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こうして，鵜沼城跡は県営問場整備に係るj-l:jd_/註文化財(泊(，jíü 城跡;)発~h!\lmJ 配として守昭和54

年 5月15Rから誇JIilj調子fEが開訴された n 調在対象mT桔は約19‘250mである
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1 ~)宅 :Z50m' である
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ついて記され な文献はないがー 山手j路」によると地の rfせは'ドJJAの支付

-r.、‘
に， O) t~えの内であったとあるつ JJ也の もおたケ 111奇という支Hが明治以前にあっ

たと伝えられており，ヰl世から近-tft まで、の ~\J存在していたと忠jコれる l

また当時は と小野寺氏の間でしばしば合戦がありヲ第 1図に示したf阜の城ともども何

らかの役割があったと思われる。

3範 j萄辺遺跡

中世城跡の本格的発掘調査は!早;内では例が少ない。周辺の周知!の城跡について第 1図に示し

たが，いずj〆しも発掘調査は行われていない。

Jは鵜i日城跡から内ムヘ約 2.2krnのところにあるがラ五見ocでも あるのがわかる。 ~j~.(Ji召域

跡と である。

2は，鵜出城跡:の東側約 500mにあり，俗に「館」と呼ばれている山城であるか¥平城と山

城との関係を考えてみると，約m城跡との括n，関連が考えられる。



2酪遺跡全体図
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遺跡的事支援

仁遺跡の屠序

129m の徴高腕と雫回りを 1~2m の比高差でめぐる塙跡からなる。耕作

土が10-20cmと薄いため，当時の生活留が残っているところはほとんどなかった。撒高地，堀

跡ともに現在は水田，一部が畑地になっているが，微高地と堀跡とでは層{立が異なる。堀跡に

ることとする。

さ 10~20cm 

を含む粘性の強し

さ10cmo

含む固くしまった土。地山。部分的には灰オ

北西部にのみ

ついては全体的にみてヲ

微高地第 I層黒褐色土

第II層黒褐色土

第III層にぶい賞褐色土撲を

リーフゃ色の粘質土がこれにかわる。

2.遺構0)分布

j嶋 j召城跡は約 9 ， 9801げの1~k高地とそれを廻る堀跡、からなるがヲ遺構は微高地中央部寄りに多

く存在する。第 I層(耕作土:10-20cm)の下が聞くしまった地山磯層であるため，部分的に

は既に削られた箇所も多かった。

遺跡南東部がIV区にあたるが，検出した遺構は井戸14基，建物10棟である。遺構は微高地の

耕作土直下の地L1J土を掘り込んだ黒褐色士lこより検出される。

分布の状態は柱列においてはほぼ微高地中央寄りにあり，南側の SB 113-115，北側の SB

119-125がそれぞれ近接あるいは重複している。建物は北東 南西棟3棟，北西 南東棟7棟

であるが， IV区西側をとおる!日道にほぼ平行か垂直に桁軸を向けて建てられている。井戸は概

して建物のまわりをとりまくように存在する。

3.遺物語出土技法

今回の調査で出土した遺物はIV[Rでは整理箱半箱たらずと少なし中世陶器，近世陶器，貨

幣，木器などに分けられる。遺物のほとんどはピッヒ柱宅井田等の黒掲色土の掘り込み中か

らまとまりなく出土した。遺物はIV区においては特色的なものはないので，全体的にとらえて

本報告書のほうてい述べることにする。

7 



2蔀調査部方法

つてのよ虫形がほぼ残っており，堀廼も推定できたので，その内側19，250m"を対

象にし，微高地は全面発摘することとして， 4mX4mのグリッド法によって発掘調査を行っ

た

遺跡中央北側にf壬意の基準抗を打ち，これを原点 (IVIA 50) とした。 トランシットにより磁

北に沿って東西南北の基線を決定した。これから 4m毎に東西基線はアルファベット 2文字の

組み合わせ，南北基線は 2桁の数字の組み合わせを用いた。すなわち東西基線は西へ行くと 8

グリッド32mで2文字の先の方を替え， 4 m毎に後の方を替えた。(西へIVIA，IVIB……IVI H， 

NA……NH， OA……)。また南北基線は北へ行くと 4m毎に lずつ増えることにした(北へ

50， 51， 52…一'59，60……)。各グリッドの名称は東南|鳴の交点のアルファベットと数字の4個

の組み合わせを用いることにした (MA50，MA51， MB50， MB51・…・・)。

第3節調査の経過

発掘調査は昭和54年 5月15日から10月6日にわたって行われた。昭和53年の予備調査の結果

微高地には建物跡等がかなり重複して存在していることがわかっていたため，微高地部分9，980

Uを全面発掘することとした。調査の全般的な経過は次のとおりである。

全般に表土が薄く，その下の地山聞が喋混じりの聞くしまった土であるため，微高地全面の

表土はパックホーにより剥ぐこととし， 5月15日から始めた。遺構面を破壊しないように

し許容積載量の小きいキャタトラで土砂を運搬したり，遺跡範囲が広いため土砂移動量が大き

かったり，雨が続いたなどの悪条件が重なり，予定より 1週間遅れたが6月2日に完了した。

この間 5月28日から表土剥ぎの終わった南東部より柱列・井戸等の遺構の検出に努めた。 5月

31日から南側より柱列・井戸等の確認された遺構を遺構カードに実測し，建物跡、の発見を試み

た。その結果句現場において数個の建物が発見された。

北側を用水路が通るので，そちらの調査を急いでほしいとのことで， 7 ~ 8月は微高地の全

面にわたり堀り下げを行い，北i~1jから実~nlJ等を行った。 9 月にはそれらと平行して，まわりの

堀に数本のトレンチを入れ堀の断面を精査した。そして 1~ III， V区の実測がほぼ終了した 9

月26日からIV区の実iWJにはいった。 IV区の実測は10月2日まで行し勺 3~5 日に柱列のプロフ

ィールや井戸断面等の補足調査を行い， 10月6日発掘作業を終了した。この間 9月29日には現

地説明会を行い，地元の埋蔵文化財保護の意識高揚に努めた。

- 8 -





重量調査第ヰ
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ただしIV区は鵜沼域全体からみ擁立柱建物10棟であるのIV区で検出された遺構は井戸13基ヲ

南東部は後世の聞の耕作によって明らかに地山あるいても表土が薄し

一部の柱跡が消滅している可能性もある。その他のIV区全体についても当時のれているので

ごくわずかの地域と思われる。生活面が残っているのは，

ついて述べてみる。IV区で検出された建物跡・以下，

1.建物跡
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1間の掘立柱建

ヰ勿である。村111-
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8' 
一四噌

いずれの柱も掠方内側によせて建てているこるように，

し1。1)とである。医i中の aはいわゆる

黄褐色の地山ブロヴクをb であり，

混入したよくしまった土である。
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梁行柱間5.52mであり，

l間

による桁fT7.

4間×

る。桁f子柱間8.97m，

で、ある。

平均距離は，



あろう。計画尺の 1尺は30.3cmにあたると思われる。柱掘方は0.40-0.50mの円あるいは楕円

形で深さは遺構確認面から0.25m前後である。桁行の方位はN55
0

50' W。

S B 115 建物跡 (第 4' 7図 I:m版 3) 

北東一南西棟，和行5間X梁行1間の掘立柱建物である。桁行柱間 12.16m，梁行柱間5.93

mであり，桁行柱間平均距離は，心心で北東から2.48十2.43十2.45十2.32+2.48mである。

画尺による桁行8尺等間隔，梁行20尺であろう。計踊尺の 1尺は30.3cmにあたると思われる。

柱堀方は0.30-0.40mの円あるいは楕円形で，深さ

の柱アタリがある。桁行の方位はN30
0

40' E。
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図版 3) (第 8 ・9図建物跡S B 119 

梁行柱間5.16m北西一南東棟，桁行5間×梁行1聞の掘立柱建物である。桁行柱間9.82m，

でありラ桁行柱間平均距離は心心で北西から1.89ト1.92十2.04十1.93十2.04mである。

による桁行 6.5尺等間隔，梁行17尺であろっ。計画尺の 1尺は29.8cmにあたると足、われる。柱

深さは遺構確認面から0.40m前後， 0.15m前後の柱アタリが掘形はo.40~0 .60mの椅円形で，

ある。

S B 122以降に連て蓄えられたものと思われる。桁行の方{立はN50
0

15' W。し，S B 122と

図版4) (第 8. 10図建物跡S B 120 

梁行柱間4.42北東一南西棟，桁行5間×梁行1間の掘立柱建物である。桁行柱間 10.67m，

mでありー桁行柱開平均距離は心心で北東から2.22十2.11 + 2. 10+ 2 . 15 -1-2 . 09 mである。計画

梁行14.5尺であろう。計画尺の l尺は30.3cmにあたると思われる。尺による桁行7尺等間隔，
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柱掘形は0.40m前後の円，あるいは楕円形で，深さは遺構確認面から0.20mと0.40m前後のも

のの 2つに分けられる。桁行の方位は N34
0

50'E 。

S B 121 建物跡 (第 8・11図図版4) 

5間梁行1 る。桁行柱問 10.41m，梁行柱間4.39

mでありー桁行柱間平均距離は心心で北東から1.96十2.07+2.11十2.16十2.11mであるの計回

〉く

ムて

λ 

\~ 
J弓
一♂、

58120建物跡
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尺による桁行7尺等間橋，梁行14.5尺であろう。計間尺の l尺は29.8cmにあたると思われる円

柱堀方は0.40m前後の円，あるいは情円形で，深さは遺構確認両から0.25m前後である。桁行

N 40
0

10' E。

i 

〆eへJ 

む b 

第11悶 58121建物跡
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S B 122 建物跡

(第 δ ・12図)

北阿南東棟，桁行3

1国x梁行11百j

物である。桁行柱開6.34

m，梁行tì~間5.08m であ

t) ，桁行柱間平均距離は /三ぷ

心心で北西から2.11十

2.17 -ト2.06mである。

画尺による桁行7

隔，梁行17尺であろう。

計画尺の 1尺は30.3crni二

あたると思われる。

]jは0.35m前後の円ある

いはゆるやかな偶丸方形

で， 1:菜きは遺構確認苗か

ら0.30111前後である。桁

行の方位はN44
0

50' W。

柱跡の切り合い状態か

らSB 119以前のものと

思jっtlる。

S B 123 建物跡 (第 8・

13図)

北西一南東棟，桁行2間×

行 1間の掘立柱建物である。桁

.31m，梁行柱間4.24m

であり，桁行柱間平均距離は心

心で北西から2.07+2.24mであ

る。計画尺による桁行7尺等間

隔，梁行14尺であろう。計画尺

の1尺は30.7crnにあたると思わ

れる。柱土問方は0.35m前後の楕

。 2m 

第12国 s串122建物跡

〉え

3図 S畠123建物跡
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円形でヲ深さはj輩横石在 ð，~， 1邑iから 0.30m

前後である。桁行の方{立はN4T50' W。

柱跡の切り合しミ状態から SB 119・

S B 122以降のものと思われる n

S B 124 建物跡 (第 8・14図)

北西-南東棟，桁行3向X梁行 1日j

の11足立柱建物である。桁行村;間5.46m，

~X': fr1空間4.7.3m であり雫

距離は心心で北西から2.30+2.26+

O.90mである。計画尺による桁行 7.5 窃

十 (.5+3)ミ，梁行15.5尺であろっ。

の 1尺は30.3cmにあたると思わ

れる。柱掘方は0.35m前後の円

あるいは で，菜さは

で、あるの

N 46
0

00' W 

S B 125 建物跡

1 間の JJ~\立柱建物である。

行柱間8.32mヲ梁行柱間3.98m

でありヲ桁行柱開平均距離は心

ら2担11ト2膚17-ト2.05

ート1.99mである。計i車j)えによる

7尺等間隔‘梁行13尺であ

ろう。計画尺の l尺は29.8cmiこ

フ
9
111} 

J
r
n吋
「白ノ
」
7
A

出
か
し-」

守
合た古川

u.30m詰ii;誌のよ工iあるし寸土持P-JJ!::: 

でヲ深さは遺構確認面から0.20

mf111何で、ある。討r1子方イ立はトJ

50' Wn 

ヰ国 5詰124建物跡
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2.井戸跡

おいては13基の井戸跡、が検出された。微高地上において ら 1.2mカ斗ら

1. 5m 前誌で漏水層に達する。このため，ほとんどの井戸跡はこの層に達する深さl. 5~ l.8 

m程掛 1)込まれているものが多い。井戸跡の内訳は本社[井戸が7基，素;n長j井戸が6きである。

木組井戸は掘方平田形でみると，円ないし惰PJ形が3恭，方形が4主主である。 造材の残存状態

が悪くヌド明確なものもあるが司 1)馬柱を 4"4，~自己 L ，横伎を備えていたものと忠わlLるハ

は掘方平面 JIラでみるとラ円ないし桔円形カ~-4 ~5電方形が 2 基である c

また掘り方の形態から分けると次の 3タイプになる。 1タイプ:ほほ垂直に掘り込まれてい

るもので、ヲ j架さもある。 SE06・14' 18・19・22・32カfニオLにあたる。 IIタイプ 1タイフοに

比較してややゆるい傾斜で帰り込まれているもの。 SEll・15・20カtこれにあたるの IIIタイプ

掘り込まれ中央部にてえぐれているもの。 SE 13 ' 16・17がこれにあたる。

以下ラ側々の井戸跡について述べてみるの

S E06 井戸跡 (第161苅図版4' 5 ) 

上述の Iタイプにあたるもので，

は・中央， S B 120. 121の東南に隣接してい

る。 捕方平面形は直径約1.5mのほぼ円形を

呈し， り込まれている。

南部はほとん 遺構確認商から

井戸底までは約l.8mでヲ底部はほぼ平担で

ある。遺構確認面から約 0.4m掘り下げ、たと

ころで掘方中央部に方形井筒が検出された。

井簡はO.75XO.70mの方形で， 4本の柄柱を

持ち，隅柱の残存部の長さは約1.2mである。

井簡の構造は四i塙に角柱をたてその柱に柄穴

を穿ち横7践を挿入している。約0.45mの間隔

ーデ、、 q 
¥ふ

:t"， .h OI r7i 1--
日J-ノ/..__ t'Jν ノ仁一 れるがヲ上

られたよ

うにあうた G 下段の横:践は柄穴に差し込まれ

たまま残存しており宅両端は新iく削られてい

てヲ柄穴と横桟の問には模が打ち込まれてい

た。隅柱の側面には残存する長さ約0.45m，

幅0.10mの縦板を 5~ 6枚外側にあてがって

A' 

H=130.日Om

21 



いる。南西部には， 0.10m前後の石を井簡の外側に

入れて補強しである。

遺材の残存状態が良女子なことから比較的新しい

期の井戸跡と

S E14 井戸跡 図版 5) 

Iタイプにあたる。 IV S B 113の南側に

している G ー20mく

1.15mの方形を呈し，ほぽ垂直に掘り込まれている

ら底面までの深さは約1.2mである。

縦板とし されたと怠われる 7肢が，方形の掘形

にほぽ平行して，押しつぶされたように残存する。

底面には若干の凹凸がある。

遺村ーの残りからみて?比較的新しい

時期のものと忠われる。

S E15 井戸跡(第18図図版6) 

IV区のやや東側， S B 115の北4m

にある。掘方平面形は北西 南東約2.0

m，北東一南西約1.8mのゆるやかな

隅丸方形を呈する。 IIタイプにあたり，

底面までは70
0

程の角度で掘り込まれ，

らの深さは約 1.7mであ

る。底面は約1.0X0.9mのゆるやか

な方形を呈し，ほほ、平担である。 SE

14同様，縦板に使われたと思われる残

さ約0.50m，111話0.35mの板が

2枚投げ込まれたようにあった。おそ

らく以前は として用いられて

しミfこものアごろう。

i室材ーの残存状態からみて， S E 14よ

り古い時期に

われる。

されていたものと思

邑

@戸ー一ーー

邑

'一ーーー

22 
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ム:

A 

H=129.80m 

第17国 SElヰ井戸跡

第18図 SE15井戸跡
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S E 16 井戸跡 (第19図

図版 6i 

IIIタイプにあたる。 IV区のほ

ほ中央部， S B 120・ 121の東

iWJに紛争罷しヲ S E 17と隣二り

ている。 掘方;ヂ出iJIラは宅

A 
毎一-

2.05m，東西約1.80mのゆるや

かな隅丸方形を る。底聞は
A 
←一一

一辺約1.45mの方形を呈する。

南関はほほ、霊A直に掘り込まれヲ

北西側が中央部でえぐれて掘り

込まれている。 遺構確認面から

の深さは約1.50mである。底面j

はほぼ、平坦。残存する長さ約

O.75m， I幅約0.15mの{日付反にf主

用されたと思われる;慨が数枚投

げこまれたようになうている。

S E 15同iゑかつては木組井戸

だったと思われる。

遺材の残りからみて， S E 15とほぼ同時期

のものと思われる。

S E 17 井戸跡

IV区のほぼ中央部， S B 120・ 121の東側，

S E06とおの間にある。遺構確認面における

摺方平面形の直径約1.25m，底面の直径約

O.90mのほぼ円形を呈する。 IIIタイプにあた

り，北側はほぼ垂直に掘り込まれている。

iWJは遺構時誌面からO.:30m その

あと中央部でえぐれ， O.75mさらに下がった

ところで、最大にえぐれる。その下はほぼすり

鉢状でさらに約1.00m下がり底面に達する。

底雨はほぼ、平坦である。素掘井戸と思われ，

23 
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造物出土しないため時期は不明である。

S E 18 (第21居間版 7) 

IV区の中央部のやや二!と側， S B 120・ 121 

の建物のは るoλ 訂JIラは

10m，成面にお

いて直径約O.9Smのほほ1l:J11ラを る。

i剖は誌 ら約

l.lmまでゆるやかにえぐれラその下はほぼ

りこまれて約 0.4mで底部に達する。

底面南側に間柱を打ち込んだと思われる出 1)

込みがあり，かつては本組井戸として使用さ

れたものであろう。 IIIタイプに属するの

中にはかなり腐般の激しい木村が数片はい

っており匂 S E06姐 し
f して9 それら

より古い と思われる。

S E 22 ]:1二戸跡

IV区グ);_lと東端ラ S B 1190)北側に!詩二

接している。 1区との境界近くにありラ

I区との関連も えられる。掘方

平面形は おいて

1.25m，底面において 95mの

ほほ、円形を る。ほ 掘り込

まれており，底面はほとんど平坦で、あ

る。横桟とし されたと思われる

直径約O. 1O ~O.15m の丸太が 2

られたようにあった。その1):1の 1

片方ーの先端を削っ していた。 1

タイプにあたる。

遺一村の状態からみてヲ S E 14より若

い時期!のものと思われる。

A 

A 
珍山』一一

24 ~ 

A 
争四回一ー

第盟国 SE22井戸跡

A' 
ωー-4

A' 

A' 

H=129.!lOm 



5 

鵜jH域;的;のfl投高地全体の出棺約 9.980111のうち守犯にあたる約 1，740mがIV区にあたる。こ

れまで述べたように， 1V区で十支出された遺構は建物齢、10持ム井戸跡13 1;!~ である。鵜jd域跡は令

の数句遺跡の規模，

が，柱の切り合いから

らみてもかなり長い吋!日!の間存庇していたことは明石n;である

が判断できるものは C1 [1← S B 122-S B 119-S B 12;;→ 

にすぎない。そこで，建物跡におしミては柱制の 井戸跡におL、ては

ら判断し にうよけることを試みた ο

したとは考えにくし建物に付属した施設と考えられる。また，建物跡と

とを単独でみると，数個単位で新旧半IJ 陸fTがつくにすぎず，建物跡;・井二戸跡の11~il別の柏村

的新113判断をつけるのは難しい。そこで，建物跡と

を試みた。

とを組み合わせ，新1LI時期jのキlJl分化

建物跡と とを組み合わせる際の基準としたのは次の 4点である。 に，建物跡・

戸跡それぞれについて相対的新!日を最初に これらを組み合わせる際に相対的11寺山!が極端

に離れるもの向土の組み合わせは避けた。第二にヲ建物跡・井戸lE亦を同時に龍用する

性からみてラ の位置が極端に離れているものについては をj泣けた。

建物と め関係を考えてみると守 るL寸土 あるのはふさわしくな

いので今そのよう L
f
V
1
4

一
，品-
k、

ゃ
ん
こ

ふ

〕

以上の4点から建物跡と

ただしヲ新'1口判i新は 会
}

判断すると以ードのようになると忠われる

としているので，絶対的なものとは言えない

S B S E 1::)または14， S B 114-S E31今 S B 115--S E 1 L S 1う 119-S E2:!， 
十

十 十

十

E期建物配童図 第24図
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S B 120-S E 19， S B 121-S E 06， S B 122-S E 32， S B 124-S E 18 

この組み合わせによる相対的新旧時期ラ柱跡や井戸跡の切り合い状態，桁行の方向等を

して以下のように I~V期に区分した。

L， または北西方向をあき地とし， S E 11を鹿沼していたj
 

J
l
y
 

uH口、ノ

了
1
ム SB 

ものと思わlLるつ

S B 122と 124が併存しておりヲ 、
い
〆
}

山
川
}

r
+
t
J
 

、JJ
ぐあふ'fT

一
はSE18まfこは32カfIU哲j

j
 

M
H吋り

士正，
Y
5
3
ム

了

lA
7
2
1ム

{主用されていたものと忠われる。

S B 114と 120がII期よりもやや規模を大きくして東~南東方向へ建て られた。

東方向をあき地とし， はSE 19または31が使用されていたものと思われる。

IYl1.月 S B 113・ 119・121・

たようだ。井戸は SE

しておりヲ 4斜lに問まれた レr
}

山
U
F
す，

r

九
ごあムぜ

06 . 13・14. 22のし 1ず

た

S

L

カ

グ(、

Q
d

d

凡

υ

1

1

よ

れ

る

ー

さ

れ

B

用

わ

S

使

田

仙

の

が

と

期

か

の

w

l
し

J

i
J吋

2
イて

口
H
川

件
u
A
h

ァー守、-ud

B られ 十

たものでSB 113・

121・ 125はIV期から

継続して していた

ものであろう。井戸も

S E06・13・14・22の

いずれかが使用されて

いたものと思われる。

以上ラ I~V期まで相対的時

期区分をし建物跡を組み合わ

ート
十

を主な判断の

としたので絶対的なものと

失

/ス
'Q 

(3， 
任 、、

安〉

失、¥/
忍/

冶

せてみたが句前にも述べたよう

は言えないだろうハ

1 ~ V~切各~{~をみて共通点を

考えてみると次のように忠われ

るQ あき地を東あるいは南方向
第25図 111期建物配置関
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IV期建物配置図第26図

それを囲むよっににとり，

して建物が建てられる。井

戸は建物の聞にほぼ配置さ
十

れている。建物の規模は概

25 S 
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ト jk¥//
V期建物配置図 行

+ 

冶
/

¥

/

刈

目

的

八
一
一
一
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/

¥

 

して大きくなるようだ。

以上述べてきたように，

IV区のみをとってみても 5

期間存在していたことがわ

かる。遺物は中世・近世陶

27 

第27図

器が多いので，鵜沼城跡は

中世末から近世にかけての

思、われる。

時期に存在していたものと
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図版1 遺跡全景(右が北西)
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i範発掘調査 るまで

片 11'土ー
円…口一

、デム一 よ勺て石YU認さhた回全¥1

制遺跡;の一部である。これが昭和53年度の県営l[tij:l主将備事業東南千IJ地i烹の計画区域内に

ありラその処置について由利農林事務所から述給カ1あったの

月

3.00011ずとした。

その後弔この地域の →なったためラ丈{ヒ諜と F!I 

このため号 して司党ii日;子定地域を推定し発

した を昭和54年度1二行ーつこととしヲ 何年 6月4日から した

丹

8
4

と

るJ-¥' II 匂調査自的 利地区)に

立って発掘調査しその記録{呆存をはかり?

に蛮こする。

畠山憲司，橋本高史(秋田県教育庁文化課)

佐藤和弘

畠山

調査協力機関 秋田県出利農林事務所

東由利町土地改良区

遺跡の所在地 秋田

間 昭和54年 6 月 4 日 ~6 月 27 日

4，500m' 

1.380m' 

小野金蔵，小野庄治，小野慶世尋
庖A_ _ 
貝， 利久，

佐藤銀一郎，佐藤隆，佐藤吉二，佐藤房蔵，佐藤j此
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濯物整理協

畠山洋，畑山運

小野タケヲ木

サカエ，佐藤節子，佐藤/し J)子，

チ弓 j度j立ユミ

渡辺健太郎，鈴木秋良，花田幹

天野

し之，

LJj IU奇節子

- 38-

渡辺房吉

/レノ，

、ソヨち i度辺サきそ今 jJ支辺チヨラ i度辺ミ

大石俊雄，鈴木功，

小淵悌子， ノト町)IIJi
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今
4

i錨立地と環境 〈第 i侶)

200m ~ 700m の出羽!日境南東部に扶ぃ irt 1轄地をつくりながら北流する高~iJi!lJ 11 (石沢)11

には I隔 2~5mの小河川が数多く注ぎ込んでいるのそれらの小河川と i話相JII との合流

点には，小さな段丘が形j去ら才し縄文時代の遺跡が散在するoA-符沢遺跡nもその一つで宅八

塩山)北麓に諒を発する石高)11が高討iI{J11に台流するその西側約 200mの地点にある。

遺跡;はラ町立住吉小学校の西約 1km にありヲ東由手iJ町南西部寄りの 150~ 280 mの低丘陵が

張り出した小きな舌状台地先端部に{立;宜し雫石高川がこの-Fーをし字Jf;に巻き込むように流

れている。

部宅地となっているの

師、の北側~中央にはヲ

民家が数軒ある。

東西 120m ，南北30~40 11lの， 500m'前後と忠わ jj し 7j(EIJと一

155~ 157m，石高JII現河水面との比高は10111である。

田代椋( 東i主i手Ij)が東西に走 1)勾

2範潤辺遺跡

石沢JlIの上流，高瀬)11流域にはヲ縄文時代の遺跡が数多く点在する。それらの遺跡のほとん

どは，高瀬JlI及びその小支流によって形成された河岸段丘上にあり，流路の屈曲部かあるいは

小支流との合流部に位置することが多い。第 1 図に示した 1~8 の遺跡もその例外ではない。

これらの遺跡の立地とその時期をさらに詳細に見て行くと，智者鶴(晩期j大i!IijCz)，片符沢 I

(後期初頭~中葉)，湯出野(晩期全般)などの遺跡は， )11の流域のすくそば，下位から 1~ 2 

番目の河岸段丘上に立地する。これに対しヲ野中(中期大木 8b )，向山(中期大木 7， 8)な

流路からやや離れ雪高い位置の段丘面か舌状の洪積台地上に立地することカ:jJY!?Aる。

また号台山 II(中ヲ後期入下松台(中ヲ後期)などの遺跡はこの中間的な形をとる ο

この地，区iには示さなかったものの，古代~中世にかけての遺跡も散荘し，古代のものと

えられるものには，台1111，岩井堂などがある。これは，古代においてラこの高瀬)11流域がラ

本荘市周辺にあったと息われる由利棚から雄勝方面への主要な交通路となっていた可能性があ

るということと符合するように考えられる。

- 39 



む

第 1国 遺跡のイ立置と期辺遺跡
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1 片持沢n遺跡
2 片符沢E遺跡

3 野中遺跡
4 向山遺跡

5 智者鶴遺跡

5 向山遺跡

7 台山II遺跡t
g 湯出野遺跡



第3章 発掘調査お概要

第 1蔀遺跡の概観

遺跡は号約束西 120m警南北60mの範囲で水田とな勺ており事 1 :j女カ 140m二~ 200m'の出ん

は、が南東に向けて段々に低くなっている。遺跡の面とその西，南辺裾を洗うようにして流れる

石高)11との比高は約10m程であるが，東西に長い遺跡の中央北側には小沢があり，洪水等の時

にこれから流れ込んだと思われるような木の小枝宅クズ等がき土層中に散手1:する。

は，地点によりかなり変化があったが，おおむね，第 1 層耕作土15~20cm，第 2 層黒褐色耕作

下土10~20cm，第 3層暗オリーブ灰色粘質士20c川第 4層黒褐色砂利層 5cm，第 5層時綜灰色

地山土であった。このうち，土器，石器等の造物は，第 3層下部に若':_r二認められたにすぎず，

2~3 層中には，木の小枝，流れクズ等がj昆然としており，かなり撹乱を受けている。

第 2図調査IK全体図

- 41 -



第 2範調査の方法

にあたりラ 4mX4mグリッドによる l
v
 

レ'」レ'」λω レ'」
L
V」 あたる東西の

基線は 2桁の数字，南北の葉線はアルファベット 2文字の組み合わせを用いた。すなわち，

西の場合，西に 4m行くごとに数字が lつずつ増す。(…38，39， 40， 41…)。南北の場合は

から北に 4m行くごとにア/しつァベット 2 文字のうち 1 桁自の文字がA~H まで変わり守 ( '" 

MA吟 MB句 MC，MG， MH.一)， 32m行くと 2桁自の文字が変わる(一.MG，IVIH， NA， 

N B...N Hラ oA"')。

ぽ中 をjTちヲ これをはA50としヲ この点で

磁北を求め，これに従った。それぞれのグリッドの名称は LlmX4mグリッドの南東関の交点

をそのまま館用した (MB51，LG45"')。

3蔀調査的経過

6月4日，プレハブ設営，発掘器材の搬入を行い予午後からグリノドの設定を

査を開拾した。向 5日はラ任意のグ lトノドを掘 I人遺構遺物の状況を把しようとしたが弔:各

グリッ iごからは 1~ 3 'fl6jの石器だけが得られたにすぎなかった〔

の発掘調査では，遺跡全面を発掘することを目的の lっとしたので，排土の置き場所が

問題となった。このため，低くなっている東端部から順に西方に掘り進めることとし， L A66 

付近から調査を始めた。しかし，この部分で約 350m2全面を掘っても，土器片10片足らずと石

器20点を得たにすぎず，遺構も全く存在しなかった。そこで，全面調査する必要はないと判控IT

し，再び任意のグリッドを掘り，変化があれば拡張するという方針にかえた。

この間，異常気象とも思える連日の雨に見舞われながらも， 6月25日まで発掘作業を続けた

が，遺構の検出は全くできず，遺物の集中も見られなかった。 6 月 13~14 日に平板による

を行い 6月26日に全て を終えた。
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第 4
吋
吊
手

必
需
世

第 1節出土遺物

今回の片待dて遺跡II された遺構は全くな¥;

から20片ほど出土した他はまとまりがなく，石器も各グリいノドから 1~ 3個散発的に出土した

にすぎない。

i 土器 〈第3諮，詔綾 〉

前述したように本遺跡からの出土土器は，非常に微量で，わずか50片足らずを得たにすぎず

それもほとんどが細片であった。第 3図1~21に したものが守図示し得る である。

このうち， 2を除く 1~16は， LH44グリッドからやや集中して出土した。

lは，頚部がややすほ、まり，口縁部がわずかに外反するか直立する深鉢形土器。地文は器表

が荒れて不明であるが，この部分に関しては無文である。器内面にはヲ!享さ 1mmにも迭する

状炭化物が付着しヲそれが口唇部をも 1部履っている。胎土には亀粒を含み宅識維もほんの

わずか見える。外面赤褐色内面黒色を呈L，焼成は普通。 2JL 仁i縁部がやや外反ヲないし

る鉢形土器。頭部下端に段のょっな形で，内側に屈曲する部位がある l 外出口

粗いへラケズリ様の痕が見える。内外面ともに，煤状炭化物がうすく

砂粒を若干含み，外面黄褐色，内面黒褐色。焼成は堅徴。

3 ~16は，厚さに差異があるものの，はぽ一括して出土したものであり，向一個体の岐片と

思われる。全体の器形は，胴部が若干膨らみ，口縁部がわずかに外反する深鉢形土器であろう。

している。胎土には

3 ~10は胴部上半， 11 ~ 16は下半の破片と思われる。文様は， L R単節斜縄文。内面は， ~~~ 

維束のようなもので上下になでた痕も見える。胎土には繊維，微細な砂粒を少しく含み，

に軽い。腕部下半のものにはヲ内外面ともに煤状炭化物が付着する。色調は内外面ともに

色。焼成は普通。 1~16は前期の土器と思われる。

17は， R-.eの層体を不定方向に回転させ， 19は条痕文。 20，21は，同一土器の底面にある

綱代痕。 17~21は，後期の土器と忠われる。
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2 石器 (第ヰ ~8 部ヲ問販 ~ 

石器は図示したもので86点ヲ石片等も ると 150人iよほど出土した。石)十も含め らす

ると， を[f-iめ、

喝さ~まIIると

多い心石器はその 出上土器と ム!イ'円
、担

L ノ
〆 J
ri - ，ν ?

Q
 

j
L
 

石銚 (第 4図 1 ~15) 

石銀;はその71三態か1.-)， のもの 2つに分けられる。

主へ!~ 
で)L/ ) k カヰミであり、

し亀 13は さらに柄をつけた形

Jf~;r}リこより号 と常常:羊:Eヨ

ゃな

しいが‘底辺にある ¥ 、

12は古I~の }~-tJ ~ -~ を11J

，'ghkグj 叩{判をつけた11:;のもの

上1:-1，;'
会壬7ノユめを〉。 第4図 L 2で、

もので、ある。 3 '-11で， 11ラ:1犬は

l桁函が凸レンズ:1犬を呈し今

づ

〔

V
久山一一いL

3喝 8ラ 11，10ゥ を利用したものでヲ 12守] ーはアスファルトカf

している

{第 4 図 16~18) 

ミずれも なうているもので£る内のつまみ づコブつャ II L 一、"，- ! 

イ'-，'匙(第 4 凶 19~28) 

つまみのあるものを石匙とした。 19，20をiヨロミては の争IjJ…「を利用したものである。

19， 20は =.:flJ Jf;か四角形を呈する。 22~28はつまみ部を I出きヲ背i在 i ほ

らの力日ユ二カfある。 22，26は でつまみ部を除き，

はない。 27今回は刃部右辺のみ背面からの加工があり， 24， 25は左辺にのみそれがある。

掻器 (第 4図的， 30ヲ第 5図 31

エンドスクレーパ-ラウンドスクレーパー，サイドスクレーハーに る ;非
乙'::'

守たとした(3L34手をF42き背前iからのえj (7) t、}れ -l土地さuない。

同jfftlJ主主辺は品目かしミ29ラ 30は守いわゆるエンドスクレーノ

二が方自される内 29は し
ら に近い。

31はラウンドスクレーノ

:)2~35は を除く に主に らの刃部作出のための加工が施され， 33の左側

と.34の右側上半は，背面からの力IJ撃による

!十のどちらか

されてしヨる。

のため 、り
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施されるもので， 38， 39はそれが右側，他は左である。

(第 5 図 43~5() ，第 6 図 51 ~67) 

石箆は刃部の形状により大きく 3つに分けられる。それはi夜組的なもの，外側に張り出す弧

J17たのもの亨 ら弧を:h1'iくものである。またラ断rf!iの形状としてはヲカマボコ型のも

のと凸レンズ型のものがある。原則的にカマボコ21のものは主要剥離面そのものが平ら(フラ

ソト)であり，主要剥離面がフラットでないものの中でも両側紋からの押圧剥離等の調整剥離

によって結果的にカマボコ型になっているものが多いσ 凸レンズ型のものは，この謂務離によ

づても平らにしf号なかうたもののようである。針私結;1ι、

出が残つているものの親祭でで、はラ横剥ぎぎ、による部!厚享い剥片を手利!リj用したものもなく 9 これが， ::fT 

を争Ijぎ取る主要剥離留の調整剥離と密接な関連を 7訂している o

a知:第 5図 43~46 全体の形状が細長い二等辺三角形を呈し 9 刃部が直根的である。この

なっている主な理由は本来弧状であった刃部が使用によって1しみがとれ，その

ようになったものでみる c

b類:第 5図 48~50 第6図 51~56， 59 形状は細長い二等辺三角形の庭辺が外に張 1)出

す強状を呈する円

C類:第 5['2{! 47 第6図 57， 60， 67 本来b類(a類)のような形状を呈していたと考え

られるが亀刃部左wuから定Wlj~:柔下端にかけてa より使用!頃度が高いためこrT_Jト部分が欠失してし

まったものであろう。従って令理論的にはこれが右方にあるものも考えられるところである n

第 6 図 61~65は 9 しているものである。

その大きさからヲ を超えるものと10cm前後のものヲ 7 cm以下のものの 3つに分け

ることカずできる。

a尖日:第 6図 68， 第 7図 69， 74， 78， を越える大担の持。さらにこの中では，

られているものとヲ断面カ1菱形をな69， 74のようにていねい

すように階段状剥離等で調整加工される68ヲ78がある o

b誌に第 7図 70~73句 76宅 77， 79 をJ寺ちながら尖るものである

『れらは亨 J..-

近い凸レンズ:1犬

(70， 76ヲ77，。

C 類:第 7 図 80~82

せたもの。 80ヲ

ともに調整加工が砲されているがラそれがていねいで，住Jr

するものと (71~73)，やや粗く断面が菱形をなすものとがある

7 cm以 iぐで素材となる制片 そのままにヲ先端のみを尖ら

なし 82は両国それがある。
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第 8回出土石器 (3)
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〈〉72 くコ73

くア70
ζ二:>71

〈二:>69

くここ~74

ζ〉75くコ76
077 。78
官。

83 

ζ二コ80
くこ~81
。82

。79
第7図出土右器 (4)



くコ 84 ζコ

。86
異形石器 第 7図 83 ははこれで完形に近いものである。

第8図 84 完71予の磨製石器である。刃部両面i紋から 1-3 cmのHiJとWlj1H1J ，iZ1 3 cm 

ほどの範囲(図中←A→の部分)が黒ずんでいる。これとは7}Jjに図 I~fl 日で示した範凶もやや磨

滅して黒ずんでおり Bと日の間は本来の石の色調がそのまま残っている。

石剣，石棒 第 8図 85， 86， 85は石剣の折れたもの。 86は泥岩で訂作かと忠われる

が，磨いた痕跡、はないヘイ':liHiJ:I21h 10JからのJJII撃でがiI出ともに争IJ離}Jll工が地され，先端も尖 i)， 

ような感を呈する。
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表 1 片符沢遺跡II石器一覧表

P名|村 ;H円

13 i 11 ? 11 11 42 11 

30 

::31 

つつ
リム

:3:3 

4
せ
つ
ヘ
バ
)

同

ib
っ、U

36 

37 

38 

39 1 1/ 

40 11 

41 I !I 

11 只右 11

11 i T ttin ? 

J'J 語j¥1 59 

)
 
(
 
Jιリ !! I i主石住!/

61 

頁岩?只 岩!半両面 I1 62 

!I iI 63 ? !! 

11 医者 11

片面 1I64 

65 

66 頁 岩i半而而 i

67 

h
i
-
f
i
 

-↑ιrsz 
片 前iI 

つ iIlhj lI!I I 

11 i 

Ul I 
干ヲ 11 ! 

山 ，- ーィ量
子 i凶J1m I 

hμ;  
制 ττ11 I ノ、 μ! 岨

11 11 I 

玄武岩/1 I1 fj8 l.fi 

長頁岩 11 11 6~) 

流紋岩 !I 11 70 

-
1、
正
仁
J

14 11 長岩 !I 11 43 I石箆

頁 岩l半両両 11 71 
11 I片面 I172 

15 11 !! I! 11 44 1 11 

16 I II- 錐// J! 1I 45 i 11 

17 1 1/ 11 /1 11 46 

20 11 1I両面 11 49 

21 

22 片面 11 51 

半両面 11 53 

25 // 11 54 

片面1155 

半 rllu面 I1 56 

28 

29 1掻 器i黒曜石? 1片 面11 58 

47 

48 

50 

ウ

i
に
U

'7 I1 11 73 

1/ 頁岩 /1

11 玄武岩1/

11 巨岩?

11 頁岩?

1/ I1 74 

75 マ
聞
匝

μ
什

陥

山

r

1

1

 

1

1

 
76 

77 1/ ? 

78 

11 頁岩 11?片面 11 79 

80 

山石
工
向
同
(

山石一白パ

玄武岩

頁岩1/

一
山
出

μパ
的

仰

?

出

石

月

半

幻

円

TFハ
川

化

民
ω山

ぷ

庁

総

げ

1

1

石

五

1

1

1

ノ

ノ

ノ

リ

乏

4

4

4
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M
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ハ

麿
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ム
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Q
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O

え
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只
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Q
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設3
車
間
十

F
内
J
V

4，500m' (調査対象IILI桔 3，000m') のう遺跡推定今回の片符沢遺跡IIの充11:11調査では，

石器縄文時代前期jを中心とする! 7ペー J A 遺土その結果，した。ち約 1，380m'を

そのほとんどカfまとまりのなし

本j立同;は集誌をなす大j:iH立な遺跡とは異 ___'-jたキャンブサイ

出土;IKi5~ も，こIIらしたに止まづた。

このことから守的なものであった。

そのこ多いということも，ト的な性格を有する遺跡の可能性がある。右片に比べ石器が

とを反映しているのかもしれない。

この地域の縄丈n寺代解明のための片符沢遺跡IIは遺構を伴わないIJ、規模のi立跡ではあるが，

中期以降のされている高討!nJlI流域の縄文時代泣跡はこれました。新しい資料を

この地域で前期jをも含めたそれ以前の遺跡の

- 53 

片符沢遺跡IIの発見は

につながるものと思われる。

ものだけであり，



A 

圃

、.

図版1 出土 造物 (1)



. 

， 

図版2 出土 it物 (2)



• 

図版3 出 土造物 (3)



跡発掘調査概報



i 発撮調査に至るまで

米代川の を対象とする総介毘地Il卜j発 る戸村象

地i或は、能代市.UI争浜村ー山本町・八竜町の il市町村におよび句そのr(li枯は宅 1‘("I71helである

I工区でありヲ 主['11也地i1すには，同生11の怖がお力!りi{ヲ:

されたt¥j立跡のうち‘ J立跡は Lるつ昭和53年11月には，これら

事変兇等で破壊からまぬがれ，

た

更の不ロJ能な1=11出IILi法制;が，完よu亡されることになっ

2 錦査(J)組織と講或

出

調五地

補助員

調査協力機関

秋田

昭和54年 4月16日~昭和54年 9月三08

県山本郡峰浜村坂形宇中田Hii

11‘736m' 

永泌福男・熊谷太郎

田口都

-佐々

東北農政局能代開拓建設事業所

能代市教育委員
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挿図 i 中国菌遺跡溜辺地形図
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j高川 s 竹生JIIの周辺の白地上にはー

あ i)守 れ {J，~型 f' ì立川、はが医丈 1I与 í\II~~づわ一明、
J

凡マ
J

S
吊
吋

/ 

0 0 山jの造物も

)カワiLi'してv'，るえらlLる士自rii岩手(杯・奈良時代に属するとらは?

叩 J{.主;すると行えら h る 1'.I~rrjLっ1牛 qιq 11 血暫

7

・eeゐ

if誌が出土している c

ャシ.I主出代末~I-j_J世に属すると考えられる詰跡、には，

⑪中館・⑬大館・⑪山城・⑪内林遺跡がある。

来UI村(so干I6 '1争 5升)，石川村(168石 6:1.5升 4台)，)には，「秋!万

つウウ~.' Q ，'1.0 -'fl-i 良 rf-;;::Id (ワぷ T;1 ，'[. Iミ干1.
ミJj j V J ノi ノラ パ i/i j 、o¥_，♂i-i ム i ~J 

「秋田実手伴分限IIJl~J

日八田村(1GS石 8??チ!AS 

h~己の村)には‘6 る。石 5斗 9チ卜 2合)などの村々

荒巻村(:38~)lÎ 5 '1' :3升 3合)司たかう村(151お 6q. 5升)，須町村石 5斗 9升)，村のほか，

i立跡周辺のIj甘Jliがだい<_;;'j並んでいには，はたや村(227石 6:1.2升 4合)が登場する。

たことカサJIられる

i
 
i
 
l
 
，、、
日
刊
Vまた，遺跡;の南方約13kmのところに所在する。

事の.i5.:くをj邑づたようても・ある。
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3 

1 遺跡の概観

のびる舌;[えfi.J自の先端iiJfくの北縁に 吋
ノ

ζ 1 fJに された範

陸!確認調脊で， 守約28.200m'あることカ守Tfi認されている n

らjしは

のため破壊されていた。

ft:高はj立跡の北iWJで34m，南側で30mをiJ!!Jる。したがって，遺跡は出I[づきの緩い斜面に立地

HI吉山守のj主E在が、通っている。)宣日事;乃京ll'!IJ

と東はη/J、:谷

守主取り

するハ NI積地との比高は約20mであるハ

は， 1層 (1O-15cm)， II J語 ( 10-20cI1l l， mJ語がローム

層 が砂混入口ーム層(25m V層が凶くしまった砂層になる。

2 調査の方法

グリッ した。 叩汀:~告:の原人\(を し，東hlIIJと北h

向にグリいノドを した。グリヴドの南北方向は弓磁北方rbJに る グリ】リ!ごめ規1支は 4

X4mである。グ 1)、ッドの名祢はラ アルファベット，東西に を用いヲニilらの

組合せで表現した。

とベルトコンベアを併用して実施したー

遺構の実~J!iJは，遺り した。

とおりである。

S 1 

SB 

SK 

SE 

SD 

TP おとし穴状遺構

RM一一ローム・マウンド

そして， 発見IiINにSKOl， S K02・・・・・・のように通し を付した。

3 調査の経過

調査は， 4月16日から 9月初日ま したり
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4月16日の午前中は，鳥形公民館において作業員を対象に，スライドを使用し

方を説明。午誌は現場で調査のための諸準備。 17日から調査区の西端から調査を開始。 19日に

なると土壊司 j誌が検出される。土器句石器なども出土する。 20日，青磁片も出土し，

構も検出される可能性がでてきた。 26日からは東端から四方向への調査を開始。

区の西半分を I区，東半分を III玄として記述していくの 28日司 I区では柱穴が検出され‘

柱建物跡のプラン確認につとめる。 II区では，竪穴住居跡警土 i溝喜か

;二土:l土仁二帥師-器守 5J'f忌;器などの遺物も出土。 5月1El， 石間炉をもっ竪穴住居跡(S 1 (1)を確認。 2日9

S 103を碍認。 4B， S 1 02 . S D 01を確認。 7B，土墳の検出多数。10日号 S101の精査。11日写

S 101・SK01・S102の精査。 14日， 1区の土層の実iFIリ。 SD01の精査開始。 15臼， S 104を

S D 02. S 1 03. S D 03の精査開始。 19E!， S 1 02・SK01の埋二i二層の実ì~ljo 23日， S K05. 

Cl 7 需()~)・ Hì~] 札 S n04の粁j在 SK24 ' 25を険出。 24日ヲ S B01を検出。土墳の精7任。 26日9

S K()6・SK 1~の粘査 2ö Hラ S EOl・SE02の昨認ラ精査開始。 SEOlで井側の遺付検出。

30日， S 104の査。土墳の精査，埋土層の突出IJo31日， S E02の精査。 6月2日ヲ S E02の

.fi!I土居の'支出t 4 I人 S E03の粘査。 6U守 S E05の:枯査。 7日ラ S E06の精査。 9日毛 SE 

05 . S 1 05 CT)J:111土居の害iWI‘ S E06の精査。 12日， S 106を時認。 S106とSEOl・SK25は

13 Fl， :jJu¥立柱建物跡を托認。 19B， S E06 . 07の精査円幻自宅 I区の遣 f)方iftJJ量のため

の杭-J:T ち~目立台。 7Y=J3 1=l， SBOω8をはじめ，調査区中央部でで、もJ掘屈立柱建物跡か

K5日1~5臼3の検出 1口7 日‘ j溝蒜葬;刀f泊Cグのfつ);精ド陪吉:査t在正開始o1臼9日， S 107・08， S K61 ~68の精査。 20 日， T 

j立構実il!JJ開始。 251::1， S B 16を確認。 8月1日， S E08の確認。 6日， Il区の平面実iWJのため

1)方il!lJ量の杭打ち。 16日， S D41 ~43， S E08の精査。 22日， II区の遺構実iHlJの開始。24日，

S K72~74の精査。 31 日，掘り残しのグリッドの表土除去作業。 9 月 4 日， S D33・34を追求

するため調査区を設定。 9日， SB01~SB25までの建物跡をすべて検出。 10 臼，

ための清掃。 15E:! ，現地説明会。 18・19日，写真撮影。 20日，写真・実担IJの補

村の撤去
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挿図2 遺跡の地形と発掘調査区
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遺
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刀

牧

る

(

1

あ

出

荷

91・東，JItL¥立紅建物跡弘 Iω(H占IJι!

f1朱桁;λ与11升州?チ丹升'1十甘1，計、↑iオ系ミごゴ土j上二号器:5;人司 オ土j主i~lî: 司 k:}jJA:llし 主主J， :::l二日;l'(}ll、2;L

少ない r

竪穴住居跡 9仰の緊穴住)討助、のうち， S 1 01は司在_50 li1 (/)ド~ IF~ ブランをするの に

るようにコ字状の石組炉が刊誌されている。

S 1 02~ S 109は，万形のブラシを主し，カマドを有する車穴住民同;である。

S 102は 1辺3.00mで，東辺に長い煙j立を有するカマドが付設されている η カマド泣くと，

北東ゴーナーにピットを有する υ 床面中央部に焼上部分がある。柱穴はイ~II)J 0 

S 103は司 l辺5.60mで，束辺にカマドを付設しているの S1 ()りと

が新しい。主柱穴は 4個認められる。

S 104はラ長軸5.50mX短軸4.40mの長方形を呈する。東辺にカマドを付設し， 4 Wilの主柱

穴を有する。南西コーナーでSDOlと，北西コーナーでS108と重複しているが， S 10およリ

来)yしく， S D01より古い。

しているカ， S 103 

S 105は， 1辺4.80mで，南壁にカマドを有する。柱穴は不明。カマ 1，'近くにビいノトを千jーする。

S 106は， 1辺4.40mで，東壁にカマドを有する。柱穴は不明。 SK25， S E01と重複する

が， S 106が古い。

S 107は， 1辺2.80mで南壁にカマドを有する。柱穴は不明。

S 108は， S I 04に切られているので全体のプランは不明であるが，長軸3.20mX短qill!2.50

mである。カマド・柱穴は認められなかった。

S 109は，長軸2.30mX短軸2.00mでやや長方形を呈する。南辺にカマドを有する。 S103 

と重複する。

握立柱建物跡 SBOlは東西煉で令東西9.68m :X南北6.40mの4雨庇(iJ建物である。

分は弔 2間 3間である。

S B02はラ南北搾であるが東方向に傾く。 2間X3陪jの側柱建物で，南北4.88m 東fJLi40.8

11lをiWJるc

S B03は， 2間X3間の南北棟てv南北9.00mX東西4.60mである。建物の居間には， S D 

06?詩がめぐる。

S B04は守 2間X3間の東西棟で，東西9.80mX南北4.88m。総柱建物である。
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S B05は 2間 :31間の東西陣で警東出8理56111 南北5.OOm 0 H1IJ柱建物である。

S B06は，西方向に傾く南北村:である。南北13.60rn 東西7.92111で号東側に庇を

S B07は， 2 [Mjx :3間の東西械で，東西5.72m X南北3.出 III0 S KuGと切り合うが， S B07 

が新しい。 SD がめぐる。

S B08は，調査区の中央で検出され，宋の建物のなかでは最大規院である。東西村iであり，

南北16.40111X東西9.28mをiWJる 4 の建物で守 1品jx5間である '_-J の出に

a 庇と同規模の柱穴:が初さらに 1 亨IJ，東西に浅い柱穴が~lt ，j~'。また，束庇の東に，

S B09は弓 2 FJJ 3問の東西棟て、¥ 22m X南北4.56m 0 iWJ柱建物である。 SB 25と草:

るA

S B 10は， ー束西11.00111X南北8.1211104面庇建物で骨身舎部分は 21甘J 間であ

る。 SB 14と重慢する。

S B 1孔IIは土' 2間><3間の東西棟てでで、凶、

f複夏しし寺 こtれLより幸新庁ししい3人¥rη 2 

50111 南北4.70m。総料J主物である。 S107と重

S B 12は，東西棟で，

る。

76m 甫北7.68m 0 4面庇建物で， 2間J>く2I~\j であ

S B 13は， 21均× 3慌の東西煉でラ 04m 南北二1.48mοmlJ柱建物である内

S B 14は宅 52111XHヨ」ヒ8.12m 4 2 ItJJ x :3間であ

るハ SB 10 ・SB 18と ゐ

S B 15は勾 東西9.96m 南北7.52m 0 4雨i庇建物で¥ 2 fi¥J x 3 fHJであ

るハ

S B 16は， ~七 iWJ を lhl ってしミないカ， 4 ろう。身 情j Hl-jである。

S B 17は，西lHIJに傾く 48 m 2 fMJ >< :3 rr1jの1H1J杭挫物であるり
S B 18は，則に傾く i手U;:1七十京で¥ .52m ><東西3.60m 2間 31M]の系企主物である η

S B20はラ 之間 3問] 36m 南北:3.80111" iHlJ柱建物であるつ

S B 21は 2問 3問の東西棟で， 16m 641110 ある。

SB は， 4両日記建物である 2 f/c¥] 2 FJjである η

S B23は， 2 i詰1 i旬 84m 市北3.38m 0 S D47カごめぐる S822と

重複するが， S B23が古しミ。

S B24は， 三日二日::l/11]の東出陳で，西6.32111X市北3.悦 m0 mljtt建物で， S D L18がめくる o

B 25は， 3 i習><5 i閉め東西棟で今東西11.96m ><南北7.0411lっiHlJtL建物である SB09と!it

る。

井戸跡 Httl='，された は，ほほ、同じ形態であづた。 SE01が，最も保存状態が良好
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であったので，これを代表例としてとりあげたい。

S EOll土， S 1 ()I~ と重捜しておりラ SEOlが幸li-しし九出 1)-t;口枇は円!日を早し寺鍋底:[Kに

リ進み，途中から方7むを呈するようになる。 -j::iIf~ の底!耐 rll 央には，さらに[_l J}日の ~)II:， 1)込みがあ

る。方形の底面の 4 コーナーには ì支~，) /トヒ川トを穿ち， [;~J0tL を立てる。 4 本の [;i引-主には，十内

穴を穿ち:憤桟を渡す。 隅柱と間柱との聞にはヲ叔村を縦に亨IJべる。 間十i:-横桟・版村はq いわ

ゆる井側を構成する。最底部の円形のll:l:， 1)込みには井二信jがあったと:考えられるがヲ i立存してい

なかった。井jHlJの遺什は杉であるようだ。口主主任2.44m u i菜さ2.40mを;l!iJる。

S E07・09は，掃 1)方口紋は方形を呈するが，構造は SEOlと同慌であったものと考えられ

なお 9 井二桁か上屋構築のためのものと与えられる柱穴が守 ihlll)) J LJ対の周1)11にみられる1叫が

多い c

検出された 110基の土績は弔 37:互に分類できる。 1禁{は， S KOlのようにヲ平面ff;が

楕円形を呈し，底面は主'\~J底状をなす。 II 類は， S K25のょっにヲ三i乙[市}[ラヵ、円Jf;を L，ややj菜

い。 困難(は， S K02めようにラ平面形カミ方形を呈しヲ

ある。

て。ある。いずれも用注は不明で

こnら ほかに，おとし穴状の遺構が5 さjしている内

溝 検出された58条の詳のうち，注目される講は己1)33 34である。 S[) 3:3は司 S D 2:3 0 24 

と接続しー東jHlJの遺構を取り!売lむようにめぐるようである。また， S D34もまた奇 S D58に持

し，ヲ 西側の遺111与を取り|胡むようにめぐるようである υ S D58の二|ヒ先立すιI~ は苛 fìl!包グ)~;'k' こなっ

ている。このj誌が台地の京支にそづてめぐることは，ブルド

されたの

S D 03 .47 . 53のように守 に主，WJlま状のを有するi請も注目される。
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炉
内
J
W

門

u
r」「 ，主に lむ代と中世に能)有されたようである。 J立怖とそ を111心にまとめて

プ~， -f -，. ¥、
{-']、 1__v 守内

S 1 

プランを平し‘石組炉を

i
 

'
L
 l
 

し 年代を ることはイ;可能である J ただ今下IJ !f~ 

能代地}ゴでは縄主叫代徒 マ
h
v

S 1 02~ S J 

式相1U， ( 

(岡白書

段を

o __L8Iji守与がIILLする S 107からは句 [rj汁手下!百

る I-_Krji器裂が出土しているυ;l'l}よI背任杯では，日 6b 

)類似、の土器が出土している r これら l'コ‘ S 107はり l:lt示己前半を rll心

とする さt1る。 SI02~04' 06・o自 .09iJ込らは， ノ 主土日iji出

のほか守へら切りー糸切り も出 ~I二す-るので， 1 uiJ止iji己を 111心とする さH 心

S 1 û2~ S 1 

る。 この地i或カヘ

よぴ土8i]J器.;jl忠;器を出土する

と考えられる ο

に集中す

レ
らはー 出土するので守建物と は!司11寺1iJJのもの

レう必えられる。珠山|系土器は，珠洲古窯の第IIftJJ (吉岡)に相似することから、 13世紀

される，ただ宅 S B06・17・1創立学他の建物と方向を異にすること， 1、仁/(JIII:， 1)方が方)f;に

近いことう柱穴から土師器を ることなどから考えると弔{也の建物より占いように巧一えら

れる。

建物の特徴は匂 4面庇(

なのか句それとも土 σ1力、、

)建物の出現である。これら

あるけまたー iWJ柱建物・乱立杭建物の

j ーし し

もま 7こ， していかなければならない点であろうハ
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1 須恵器(lID.形土録)

1ず

2 SI 02のよ量物出土状況

3 SI 05の漬物出土状況
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、 1 SK06の須恵緯 (11形土器)
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2 SK30の須恵器(筆形土器)

3 SI 07の須恵器 (杯形土器)

図版39 造物出土状況
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図版40 遺物出土状況
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